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距離減衰式を用いた大地震時の揺れの推定 

1 概要 

Geo-Stick で計測されたデータを用いた構造物の診断サービスでは、Geo-Stick が設置された「計測ポイント」

での、想定震源断層による地震時の最大加速度などを推定します（特許第 5791680号）。 

2 距離減衰式を用いた推定 

中小地震時のたびに、Geo-Stick が設置された構造物と震源との距離、および地震のマグニチュードより、距

離減衰式 1)（下図）を用いて理論最大加速度を求めます。距離減衰式は、これまでに観測された多数の

地震データからの回帰式で、構造物位置での良好な地盤上での、平均的な最大加速度を与えます。 
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ここに、Aは最大加速度（gal）、D は断層の深さ（m）、M はマグニチュードです。X は断層最短距離（m）

ですが、ここでは震源距離でも代用できるものとします。 

この理論最大加速度を横軸、Geo-Stick で計測された最大加速度を縦軸として相関図上にプロットするととも

に、原点を通る回帰直線と、その傾きを表す倍率 B を求めます。地震時には、Geo-Stick が設置された計測

ポイントにおいて、理論最大加速度に倍率を乗じた値が計測されると推定できます。 
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構造物がある地域で震源断層が想定されていれば、これと構造物位置との最短距離と想定マグニチュードより

理論最大加速度 A を求め、これに先の倍率を乗ずる（A×B）ことで、Geo-Stick が設置された計測ポイント

における、想定震源断層による地震時の最大加速度の推定値を求めます 2)。 
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理論最大加速度（gal） 

回帰式y=Bx 

B=0.53 

想定地震断層の最大加速度A 

計測ポイントの推定最大加速度A×B 

計測地点 

（距離減衰式による最大加速度 A） 

震源あるいは震源断層との距離 

計測ポイント（推定最大加速度 A×B） 


